
シマヘビElaphe quadrivirgataは日本本土に広く分布する日本固有のヘビで(鳥羽,1996)，哺乳類，鳥類と

その卵，爬虫類とその卵，両生類，節足動物などさまざまな動物を捕食することが知られている(Mori and

Moriguchi,1988)．シマヘビのカメ類に対する捕食事例については，島田(2008)，Fukada(1959)により報告さ

れている．一方，ミシシッピアカミミガメTrachemys scripta elegans(以下，アカミミガメ)は本来，アメリカ合衆

国イリノイ州からメキシコ湾に流れるミシシッピ川流域に分布するカメで(Ernst et al,1994)，日本においても

各地に広く分布している(谷口・亀崎, 2011)．原産地では，アカミミガメの卵がアライグマ，スカンク，ヘビな

どに捕食されることや(Cagle, 1950)，本種の雌がアリゲーターに捕食されることが知られているが(Gibbons

et al.,1979)，日本における本種の捕食事例についての報告はない．今回，淡水カメ調査中に捕獲したシマ

ヘビの胃からアカミミガメの幼体を確認したので，ここに報告する．
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図1.シマヘビから吐き出されるアカミミガメの幼体

図2.シマヘビから吐き出されたアカミミガメ幼体3個体

シマヘビは2012年6月6日，兵庫県神戸市

須磨区の奥須磨公園の小松池周辺にて発

見・捕獲した．シマヘビは，頭胴長134.0㎝，

尾長38.7㎝，体重503gの雄であった．ヘビの

胃から内容物の吐き出しを行ったところ(図1)，

3個体のアカミミガメが吐き出された(図2)．ア

カミミガメ3個体の腹甲長，背甲長，体重は，

33mm，35mm，10g及び34mm，34mm，7g及

び34mm，35mm，7gであった．原産地のアカ

ミミガメのふ化幼体の背甲長は32.2±1.48㎜

(N=95,range28.0-35.4)，腹甲長は30.5±0.18

㎜(N=95,range25.2-33.4)，体重は7.25±0.08

ｇ ( N = 9 5 , 5 . 1 0 - 8 . 7 7 ) で あ る こ と か ら

(Tucker,1999)，被食されたアカミミガメはふ

化から数カ月経っている個体と思われた．ア

カミミガメは，日本各地で増殖し，分布を拡大

させているが(谷口・亀崎, 2011)，ふ化した幼

体の一部はシマヘビの餌となっていることが

明らかとなった．
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